
3.10『あ、春の匂いがする！』
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67,209人（-67人）  ３月１日現在の住民基本台帳による人口
（　　）内は前月からの増減

男 32,748人（-36人） 世帯数 28,343 世帯
女 34,461人（-31人） 　（-16世帯）
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（２００６年・第６２４号）

～お住まいを移るときの手配・手続～

【転入・転出・転居・世帯変更の異動届出の際には身分証明書が必要です】
住民異動届出を提出された方の『本人確認』を実施しています。

次の届出には、本人を確認できる書類を提示していただきます。

本人確認が必要な届出
本人を確認するために提示していただく書類

１種類で確認できるもの ２種類以上必要なもの

転　入　届

転　出　届

転　居　届

世帯変更届

運転免許証、パスポート

住民基本台帳カード（写真付）

国家資格免許等顔写真付の証明書

外国人登録証明書

健康保険証、年金手帳

社員証、預金通帳

診察券、キャッシュカード等

【お引越しのときは】

手続きの内容
本庁

�22-1111
川内庁舎
�42-2111

大畑庁舎
�34-2111

脇野沢庁舎
�44-2111

住 民 登 録

・転出…予定日が決まったら転出届をしてください（『転出証明書』を発
　　　　行します）

・転入…新住所に住み始めてから14日以内に転入先の市区町村役場で
　　　　『転出証明書』を添えて転入届をしてください

・転居…新住所に住み始めてから14日以内に転居届をしてください

市民課

内線314・315

市民生活課

内線136

市民生活課

内線123・124・125

市民生活課

内線41

印 鑑 登 録
・転出（予定）日をもって登録がなくなります

・印鑑登録証をお返しください

国民健康保険 ・保険証、高齢受給者証（70才以上の方）をご持参ください
国保年金課国保係

内線322・323・324 市民生活課

内線132

市民生活課

内線127・128・129

市民生活課

内線29・68
老 人 医 療 ・健康手帳と受給者証をお返しください

国保年金課老人医療年金係

内線321・325・326

介 護 保 険
・介護保険被保険者証（オレンジ色）をお返しください

・認定を受けている方は、受給資格証明書の発行を受けてください

介護福祉課

内線435・439 健康福祉課

内線122・124

健康福祉課

内線181・182

健康福祉課

内線35・45児 童 手 当
・印鑑、保険証、児童扶養手当証書をご持参ください

児童家庭課

内線413・414児童扶養手当

上 水 道 ・水道の使用を開始または中止する場合
水道課営業係

�28-4455

川内水道事業所

内線170

大畑水道事業所

内線151

建設課

内線49

下 水 道
・下水道を使用されている方、受益者負担金をお支払いされている方は、ご

　連絡ください

下水道課（むつ下水浄化センター内）

�23-6591

公立の小中学校
・学校に転校する旨届出をしてください

・学校から、在学証明書、転学児童教科用図書給与証明書をお受取りください

学務課

内線722・723

教育課

内線263

教育課

内線322・323

教育課

�44-2110

粗 大 ご み 等 ・引越しの際に発生した粗大ごみ等を処分する場合
廃棄物対策課

内線343

市民生活課

内線131

市民生活課

内線133・134

市民生活課

内線68

【その他必要な手続き】

連　絡　先

電　　　話 ＮＴＴ東日本（電話の新設・移転、各種相談） �116

電　　　気 東北電力コールセンター 0120-175-266

ガ　　　ス ご自宅のガス料金の請求先にお問合せください

郵　　　便 最寄りの郵便局で届出をすると１年間転送されます

運転免許証 転出先の警察署で変更手続きをしてください
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（２００６年・第６２４号）

指定管理者が決定しました

　市では、民間の能力やノウハウを活用しつつ、市民サー

ビスの向上や経費の節減を図るため、指定管理者制度を

導入しています。

　平成18年４月１日から指定管理者制度を実施する施設

について、２月９日に開会されました第140回臨時会にお

いて次のように決定されました。

施　設　名 指定管理者

むつ市海と森ふれあい体験館
特定非営利活動法人

シェルフォレスト川内

む つ 市 兎 沢 ス キ ー 場

財団法人むつ市教育振興会
む つ 市 大 畑 中 央 公 園
（あさひな丘球場、あさひな丘陸上競技場、あさひな丘プール、あさひな丘庭球場）

むつ市ウェルネスパーク 山内土木・コナミスポーツ

む つ 職 業 能 力 開 発 校
職業訓練法人
むつ職業能力開発協会

むつ市脇野沢
高齢者福祉施設いこいの里

社会福祉法人
青森社会福祉振興団

むつ市心身障害者ふれあいの家
社会福祉法人
むつ市社会福祉協議会

むつ市野菜集荷貯蔵施設 はまなす農業協同組合

むつ市脇野沢いのししの館

社団法人
むつ市脇野沢農業振興公社

むつ市脇野沢体験農園

むつ市営脇野沢牧野施設
（瀬野牧野、滝山牧野、源藤城牧野）

むつ市営脇野沢家畜管理施設
（瀬野畜舎、滝山畜舎、源藤城畜舎）

むつ市脇野沢
リフレッシュセンター鱈の里

む つ 市 脇 野 沢 野 営 場

むつ市大畑木材工芸センター 大 畑 ヒ バ 工 芸 研 究 会

むつ市水川目地区堆肥センター 農事組合法人水川目酪農

むつ市奥薬研修景公園 大 信 産 業 有 限 会 社

※指定期間はいずれの施設も平成18年４月１日～平成21年３月31日です。

※選定結果の詳細につきましては、むつ市ホームページに掲載しております。

〈詳しくは〉

市総務課事務管理係 �22-1111内線146

〈
支
給
対
象
者
〉

　

保
護
者
の
就
労
等
で
保
育
に
欠
け

る
第
３
子
以
降
の
児
童
で
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
入
所
を
希
望
す
る
認
可
保
育
所
の
定

員
に
空
き
が
な
い
こ
と

認
可
外
保
育
施
設
保
育
料
助
成
金
の
申
請

②
延
長
保
育
、
休
日
保
育
、
夜
間
保
育

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
が
、
認

可
保
育
所
で
は
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

〈
申
請
に
必
要
な
書
類
〉

①
助
成
金
認
定
申
請
書

②
就
労
証
明
書
ま
た
は
診
断
書
（
介
護
、

付
添
等
の
理
由
で
入
園
し
て
い
る
場
合
）

③
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書（
写
）

④
保
育
園
と
の
入
園
に
関
す
る
契
約
書
、

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
類

⑤
保
育
料
の
額
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
保
育
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
５

　

旧
町
村
の
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
印

鑑
登
録
カ
ー
ド
（
磁
気
カ
ー
ド
）に
交
換
す

る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
登
録
が
抹

消
に
な
り
ま
す
。

〈
申
請
人
〉

　

印
鑑
登
録
証
と
登
録
印
鑑
を
お
持

ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
申

請
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
窓
口
で
受

領
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

〈
手
続
場
所
・
手
数
料
〉

　

現
在
、
お
持
ち
の
印
鑑
登
録
証

旧
川
内
町
、
旧
大
畑
町
、
旧
脇
野
沢
村
発
行
の
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
の
方
へ

を
発
行
し
た
庁
舎
窓
口
で
印
鑑
登
録

カ
ー
ド
に
交
換
の
手
続
き
を
行
な
う

場
合
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
発
行
庁
舎

以
外
の
窓
口
で
の
交
換
手
続
き
は
で

き
ま
せ
ん
。

〈
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

▼
本
人
が
受
領
の
場
合

 

・
現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑

 

・
現
在
お
持
ち
の
印
鑑
登
録
証

 

・
身
分
証
明
証
ま
た
は
免
許
証
等（
本
人
）

▼
代
理
人
の
場
合

 

・
現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑

 

・
現
在
お
持
ち
の
印
鑑
登
録
証

 

・
身
分
証
明
証
ま
た
は
免
許
証
等（
代
理
人
）

 

・
代
理
人
の
認
印

〈
詳
し
く
は
〉

川
内
庁
舎
市
民
生
活
課

�

42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
市
民
生
活
課

�

34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
市
民
生
活
課

�

44

－

２
１
１
１

交換により発行される印鑑登録カード
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議 会 だ よ り
第１４０回臨時会

　

む
つ
市
議
会
第
１
４
０
回
臨
時
会
が
、
去
る
２
月
９
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　

16
議
案
・
２
報
告
が
上
程
さ
れ
、審
議
の
結
果
、可
決
・
同
意
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（２００６年・第６２４号）

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
脇
野
沢
高
齢
者
福
祉
施
設

い
こ
い
の
里
の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
心
身
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の

家
の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
野
菜
集
荷
貯
蔵
施
設
の
管

理
を
行
な
わ
せ
る
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

脇
野
沢
瀬
野
牧
野
ほ
か
２
施
設
、

む
つ
市
営
瀬
野
畜
舎
ほ
か
２
施
設
、
む

つ
市
脇
野
沢
い
の
し
し
の
館
ほ
か
１
施

設
、
む
つ
市
脇
野
沢
野
営
場
お
よ
び
む

つ
市
脇
野
沢
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

鱈
の
里
の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
大
畑
木
材
工
芸
セ
ン
タ
ー

の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
水
川
目
地
区
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
指
定
管

議

案

審

議

議　

案

▼
む
つ
市
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館
条
例

　

む
つ
市
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館

に
係
る
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る

規
定
等
を
整
備
す
る
た
め
、
む
つ
市

海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館

の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
兎
沢
ス
キ
ー
場
お
よ
び
大

畑
中
央
公
園
の
あ
さ
ひ
な
丘
球
場
ほ

か
３
施
設
の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
管

理
を
行
な
わ
せ
る
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
職
業
能
力
開
発
校
の
管
理
を

行
な
わ
せ
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
の
も
の

理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
奥
薬
研
修
景
公
園
の
管
理

を
行
な
わ
せ
る
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
た
め
の
も
の

▼
青
森
県
市
長
会
館
管
理
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
お

よ
び
青
森
県
市
長
会
館
管
理
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
川
市

を
青
森
県
市
長
会
館
管
理
組
合
に
加

入
さ
せ
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

横
山
守
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
後
任

の
委
員
に
大
場
英
雄
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
同
意
を
求
め
る
た

め
の
も
の

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
２
千
６
０
６
万
６
千
円
の
増

額
補
正
）

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
１
億
円
の
増
額
補
正
）

報　

告

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平

成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予

算
）２
０
０
万
円
の
増
額
補
正

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平

成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予

算
）１
億
５
千
万
円
の
増
額
補
正

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
、『
障
害
者
自

立
支
援
法
』が
施
行
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
『
障
害
者
自
立
支
援
法
』で
は
、

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
、
施

設
・
事
業
体
系
の
再
編
、
利
用
者
負
担

の
見
直
し
や
地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど

が
新
た
に
創
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
４
月
１
日
の
施
行
時
期

に
は
、
自
立
支
援
医
療
や
利
用
者
負
担

が
見
直
さ
れ
、
10
月
１
日
に
は
新
た
な

支
給
決
定
が
全
市
町
村
で
実
施
さ
れ
、

新
事
業
体
系
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
給
付
対
象
者

　

身
体
障
害
者（
児
）、
知
的
障
害
者

（
児
）、
精
神
障
害
者（
児
）

②
給
付
の
内
容

 

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
入
所
施
設
等
の
介
護

給
付
費
お
よ
び
自
立
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ

等
）、
就
労
移
行
支
援
等
の
訓
練
給

付
費（
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）

 
・
心
身
の
障
害
の
状
態
を
軽
減
す
る
た

め
の
自
立
支
援
医
療（
公
費
負
担
医
療
）等

③
給
付
の
手
続
き

 

・
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
障
害
者

ま
た
は
障
害
児
の
保
護
者
は
市
に
申

請
を
行
な
い
、
給
付
決
定
等
を
受
け

る
こ
と

 

・
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
市
に
設
置
さ

れ
る
審
査
会
の
審
査
お
よ
び
判
定
に

基
づ
き
、
市
が
行
な
う
障
害
程
度
区

分
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

 

・
障
害
者
が
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
場
合
に
、
市
は
そ
の
費
用

の
９
割
を
支
給
す
る
こ
と
（
残
り
は
利

用
者
の
負
担
。
利
用
者
が
負
担
す
る
額
に
つ

い
て
は
、
所
得
等
に
応
じ
て
上
限
が
設
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
）

④
地
域
生
活
支
援
事
業

 

・
市
ま
た
は
都
道
府
県
が
行
な
う
障
害

者
等
の
自
立
支
援
の
た
め
の
事
業（
相

談
支
援
、
移
動
支
援
、
日
常
生
活
用
具
、
手

話
通
訳
等
の
派
遣
等
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
２
３
・
４
２
４

障
害
者
福
祉
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
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保
育
料
の
支
払
い
方
法
と
し
て
、
４

月
か
ら
口
座
振
替
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

銀
行
等
の
窓
口
に
出
向
く
手
間
が
な

く
な
り
、
う
っ
か
り
し
た
納
め
忘
れ
や

二
重
払
い
も
防
げ
る
便
利
な
制
度
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
精
神
保
健
福

祉
法
第
32
条
の
通
院
公
費
は
、
障
害
者

自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
自
立
支

援
医
療
費
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
は
違
い
、
医
療
費
の

１
割
を
支
払
う
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

負
担
が
増
え
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
所

得
の
低
い
方
に
は
軽
減
措
置
も
設
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
の
負
担
額
の
変
更
や
上
限
額
の
決

定
を
す
る
た
め
、
ま
た
現
在
お
持
ち
の
患

者
票
を
使
用
す
る
た
め
に
は
３
月
中
に
必

ず
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
手
続
場
所
〉

 

・
市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 

・
各
庁
舎
健
康
福
祉
課

〈
必
要
書
類
〉

 

・
申
請
書

 

・
世
帯
の
確
認
書
類（
保
険
証
）

 

・
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類

 

・
印
鑑

 

・
診
断
書（
必
要
な
方
の
み
）等

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
２
３
・
４
２
４

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
保
育
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
１

川
内
庁
舎
健
康
福
祉
課

�

42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
ふ
れ
あ
い
か
ん

�

34

－

６
６
１
１

脇
野
沢
庁
舎
健
康
福
祉
課

�

44

－

２
１
１
１

　『むつ市ウェルネスパーク』は、スポー

ツの振興と市民健康増進を図るとともに、

市民相互の交流と豊かな市民生活に資す

るため造られた施設です。

　昨年、市ではこの施設を管理運営する

『指定管理者』を募集し、このたび決定さ

れました。

　『指定管理者』による管理運営は４月１日

からとなりますが、現在使用予約を受付け

ております。

　多くのご利用をお待ちしております。

〈問合せ・申込先〉

むつ市ウェルネスパークセンターハウス

�28-4341

精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
変
更
に
つ
い
て

保
育
料
の
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

施設名 利用区分等

センターハウス

プール

25ｍプール（５コース・水深1.1～1.3ｍ）

共用個人使用料金

（１人／２時間）

大人…………300円

児童生徒……150円

アトラクションプール（水深0.7ｍ）

幼児プール（水深0.35ｍ）

ギャラリー

トレーニングジム

有酸素機器

筋力トレーニング機器

体力測定機器

諸室 ロッカー室、シャワー室、会議室

しもきた克雪ドーム
アリーナ アンダーパット入り人工芝（108ｍ×108ｍ） 貸切区分

（全面、1/2面、1/4面、1/8面）諸室 控室４、放送室１、トイレ２、警備員控室等

むつ市ウェルネスパークからのお知らせ

苫生小学校卒業生のみなさまへ
　苫生小学校が今年度で創立20周年を迎え、記念事業として

記念誌を作成しました。

　その記念誌に、ＰＴＡの広報紙である『かまぶせ』の縮刷版を

創刊号から最新の第60号まで、搭載しました。苫生小学校20

年の歴史がここにあるといっても過言ではありません。

　主に学校内にて、関係者等に販売・配布しましたが、若干の

余裕が生じましたので、次のとおり一般の方にも販売すること

にしました。ご希望の方はぜひご購入ください。

〈販売代金〉１冊　2,000円

〈その他〉数に限りがありますので、先着順となります。

また、代金と引換にしたいので、学校に来て

いただける方を優先します。

〈詳しくは〉

苫生小学校　�22-5141

ＰＴＡ事務局まで
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目で見る財政

平成 16年度一般会計決算
　平成16年度の決算が、むつ市議会の12月定例会で承認されましたので、決算状況および財政状況についてお知らせいたします。

　平成16年度の決算は、平成17年３月14日の４市町村の合併により大幅な増となり歳入で239億5,237万円、歳出で261億7,992

万円となって、差引き 22億2,755万円の財源不足となりました。

　今後も徹底した行財政改革による歳出の縮減や電源立地地域対策交付金の活用を図りながら財政の健全化に取組んでまいります。

年　度 平成１６年度 平成１５年度 増　減 増減率
歳入合計 239億5,237万円 184億8,578万円 54億6,659万円 29.6%

自
主
財
源

市 税 47億8,694万円 49億7,334万円 △1億8,640万円 △3.7%
諸 収 入 22億3,737万円 10億3,360万円 12億0,377万円 116.5%
繰 入 金 15億3,632万円 7億6,104万円 7億7,528万円 101.9%
使用料・手数料ほか 5億2,185万円 5億2,163万円 22万円 0.0%

依
存
財
源

地方交付税 52億8,093万円 50億7,376万円 2億0,717万円 4.1%
国庫支出金 27億5,201万円 19億2,961万円 8億2,240万円 42.6%
県 支 出 金 15億0,016万円 16億4,555万円 △1億4,539万円 △8.8%
市 債 41億3,050万円 15億3,750万円 25億9,300万円 168.7%
地方消費税交付金 5億2,464万円 4億7,074万円 5,390万円 11.5%
地方特例交付金ほか 6億8,165万円 5億3,901万円 1億4,264万円 26.5%

年　度 平成１６年度 平成１５年度 増　減 増減率
歳出合計 261億7,992万円 197億8,699万円 63億9,293万円 32.3%

義
務
的
経
費

人 件 費 34億7,948万円 34億2,361万円 5,587万円 1.6%
公 債 費 42億7,224万円 23億9,423万円 18億7,801万円 78.4%
扶 助 費 29億3,438万円 26億7,882万円 2億5,556万円 9.5%

投
資
的経費 普通建設事業費 37億1,592万円 13億7,177万円 23億4,415万円 170.9%

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 16億9,111万円 17億6,722万円 △7,611万円 △4.3%
繰 出 金 13億6,256万円 11億0,245万円 2億6,011万円 23.6%
積 立 金 3,016万円 3億6,058万円 △3億3,042万円 △91.6%
補 助 費 等 59億9,088万円 39億4,269万円 20億4,819万円 51.9%
繰上充用金 13億0,126万円 14億6,648万円 △1億6,522万円 △11.3%
そ の 他 14億0,193万円 12億7,914万円 1億2,279万円 9.6%

国庫・県支出金…特定の目的のために、国や県から

交付されたお金

市　債…市の借金のこと。大きな事業を行なうため、

国や金融機関から借り入れたお金

地方消費税交付金…県が、地方消費税として徴収し

た税金の中から、人口割などに応じて交付

されたお金

地方特例交付金…平成１１年度からの恒久減税を補

うため交付されたお金

自主財源…自前で収入できるお金。市税、使用料・手数

料など、自主財源の割合が高いほど国の経済情

勢に左右されない安定した財政運営が可能

依存財源…国や県から交付されたり、借り入れたお

金、地方交付税、国庫・県支出金など

物件費…他の費目に分類されない費用で、旅費、物

品購入費、光熱費や臨時職員の賃金など

繰出金…特別会計への支出で、国民健康保険会計、

老人保健会計、下水道会計、介護保険会計

など

積立金…特別な目的のために設置している基金積立

のためのお金

補助費等…各種団体への補助金や負担金、保険料、

謝礼など

繰上充用金…市町村は赤字決算が制度上できないため、

赤字となった場合に次年度から不足分を補てん

するためのお金

財政用語チェック
歳　出…１年間のすべての支出のこと

人件費…職員の給料や議員の報酬など

公債費…市の借入金である市債を返済するためのお金

扶助費…生活保護や障害者等への援助費など福祉の

ためのお金

普通建設事業費…道路や建物などの建設事業費や用

地購入のためのお金

財政用語チェック
歳　入…１年間のすべての収入のこと

市　税…みなさんが市に納めた税金

諸収入…雑入など、その他様々な収入

使用料・手数料…市の施設の使用料や、住民票の交付

などに手数料としてみなさんが支払ったお金

地方交付税…所得税など国が徴収した税金の中から、標

準的財政運営経費として市に交付されたお金
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市民１人あたりにすると…

使われたお金は38万8,761円

議員報酬と議会の運営のために
職員給与、庁舎管理、企画、広報

徴税および姉妹都市交流のために

お年寄りや

身体の不自由な方のために

ごみ処理や公衆衛生

みんなの健康のために

議 会 費 2億1,677万円 総 務 費 35億0,661万円 民 生 費 44億1,779万円 衛 生 費 17億8,205万円

構 成 比 0.8% 構 成 比 13.4% 構 成 比 16.9% 構 成 比 6.8%

市民１人あたり 3,219円 市民１人あたり 52,072円 市民１人あたり 65,602円 市民１人あたり 26,463円

労働環境の向上や

緊急雇用対策のために

農林水産業を

より盛んにするために

商工業の発展や

観光の振興のために

道路や橋の建設

除排雪などに

労 働 費 6,441万円 農林水産業費 5億6,640万円 商 工 費 6億8,470万円 土 木 費 14億0,340万円

構 成 比 0.2% 構 成 比 2.2% 構 成 比 2.6% 構 成 比 5.4%

市民１人あたり 957円 市民１人あたり 8,411円 市民１人あたり 10,167円 市民１人あたり 20,840円

消防・防災にかかる経費として
学校や公民館、図書館

文化、スポーツなどのために
借入金の返済のために その他

消 防 費 6億1,514万円 教 育 費 26億9,812万円 公 債 費 42億7,224万円 諸支出金など 59億5,229万円

構 成 比 2.3% 構 成 比 10.3% 構 成 比 16.3% 構 成 比 22.8%

市民１人あたり 9,135円 市民１人あたり 40,066円 市民１人あたり 63,441円 市民１人あたり 88,388円

【人口・67,342人（平成17年３月31日現在）】
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◎市債の状況 平成１6年度末残高379億9,981万円（市民１人あたり56万4,280円）
【平成１６年度に市債を活用した主な事業】

　 ・むつ下北情報ネットワーク整備　・川内木品木地区公営住宅建設
　 ・浜奥内漁港整備　 ・川内畑１号線道路整備ほか各道路整備
　 ・大畑広域漁港整備

◎主な事務事業の内容
１.建設事業費（主にハード整備費用）の状況   　 ２. 扶助費の状況

① 道路等整備 1億0,887万円

川内 36号線、小川町地区、新町地区等

② 排水路等整備 1億5,899万円

金谷沢地区、苫生町地区等

③ 産業振興拠点施設整備 2億6,185万円

④ ウェルネスパーク整備 12億1,778万円

⑤ むつ下北情報ネットワーク整備 13億8,371万円

① 社会福祉（障害者措置費など） 6億4,863万円

② 老人福祉（養護老人ホーム措置費など） 5,171万円

③ 児童福祉（児童手当・保育所運営費など） 9億8,419万円

④ 生活保護（生活扶助・医療扶助など） 11億7,703万円

⑤ 乳幼児医療（医療費給付事業） 3,352万円

⑥ 児童生徒就学費 3,974万円

◎歳出（目的別）の状況
（議会、農林水産業、土木、教育といった各分野の目的で集計したもの）

　特徴としては、生活保護費など扶助費が多額となる民生費が 16.9%
を占め、むつ総合病院負担金等を含む諸支出金が 17.8%となってお
ります。

項　目 平成１６年度 平成１５年度 増減額 増減率

議 会 費 2億1,677万円 1億 9,777万円 1,900万円 9.6%

総 務 費 35億 0,661万円 27億 9,407万円 7億1,254万円 25.5%

民 生 費 44億1,779万円 41億 6,190万円 2億 5,589万円 6.1%

衛 生 費 17億 8,205万円 16億 2,622万円 1億 5,583万円 9.6%

労 働 費 6,441万円 5,329万円 1,112万円 20.9%

農林水産業費 5億 6,640万円 4億 3,542万円 1 億 3,098万円 30.1%

商 工 費 6億 8,470万円 8億1,003万円 △1億 2,533万円 △15.5%

土 木 費 14億 0,340万円 13億 0,471万円 9,869万円 7.6%

消 防 費 6億1,514万円 7億 9,542万円 △1億 8,028万円 △22.7%

教 育 費 26億 9,812万円 16億1,996万円 10億 7,816万円 66.6%

公 債 費 42億 7,224万円 23億 9,423万円 18億 7,801万円 78.4%

諸 支 出 金 46億 5,103万円 21億 2,749万円 25億 2,354万円 118.6%

繰 上 充 用 金 13億 0,126万円 14億 6,648万円 △1億 6,522万円 △11.3%

合 計 261億 7992万円 197億 8,699万円 63億 9,293万円 32.3%

　市債とは、市が多額の経費を要する事業を行なう場合に、国や金融機関な
どから借り入れをするもので、その借入金を財源として事業を進めています。
　この借入金は、長期にわたり計画的に返済を行なうことから、世代間の負
担の公平化が図られます。

借　入　先
平成 15 年度末現在高 平 成 16 年 度 借 入 額 平成 16 年度元金償還額 平成 16 年度差引現在高

構成比
Ａ Ｂ Ｃ Ａ＋Ｂ－Ｃ

１ 政 府 資 金 240億 5,791万円 24億 3,910万円 23億 9,154万円 241億 0,547万円 63.4%

財 政 融 資 資 金 149億 8,701万円 17億 3,500万円 17億 4,918万円 149億 7,283万円 39.4%

郵 貯 資 金 3億 0,250万円 7億 0,410万円 0円 10億 0,660万円 2.6%

簡 保 資 金 87億 6,840万円 0円 6億 4,236万円 81億 2,604万円 21.4%

２ 公営企業金融公庫 30億 4,050万円 2,270万円 1億 5,070万円 29億1,250万円 7.7%

３ 市 中 銀 行 77億 3,736万円 15億 2,970万円 5億 2,342万円 87億 4,364万円 23.0%

４ 共 済 組 合 等 13億 4,463万円 8,900万円 1億1,410万円 13億1,953万円 3.5%

５ 県振興資金貸付金 11億 0,550万円 5,000万円 2億 3,683万円 9億1,867万円 2.4%

６ 特定資金（ＮＴＴ） 1億 2,159万円 0円 1億 2,159万円 0円 0.0%

合　　　計 374億 0,749万円 41億 3,050万円 35億 3,818万円 379億 9,981万円 100.0%



( 9 )

（２００６年・第６２４号）

◎各会計および加入する一部事務組合の決算状況
　市では、一般会計のほかに、特定の目的のために特別会計を設置しています。
　これらの会計のうち、水道事業は企業会計として独立して経理されています。

◎特別会計

区　　分
歳 入 総 額

Ａ
歳 出 総 額

Ｂ
歳入歳出差引額
（Ａ－Ｂ）　　Ｃ

翌年へ繰越すべき財源
Ｄ
実 質 収 支
（Ｃ－Ｄ）　　Ｅ

むつ 市 一 般 会 計 か ら の
負担金・補助金・繰入金

一 般 会 計 239億5,237万円 261億7,992万円 △22億2,755万円 5,000万円 △22億7,755万円

特 別 会 計 113億1,018万円 126億5,484万円 △13億4,466万円 0円 △13億4,466万円 12億1,853万円

国 民 健 康 保 険 44億2,880万円 43億7,432万円 5,448万円 0円 5,448万円 3億3,403万円

老 人 保 健 31億0,564万円 30億9,684万円 880万円 0円 880万円 2億1,601万円

下 水 道 事 業 10億5,676万円 10億5,676万円 0円 0円 0円 2億9,271万円

公共用地取得事業 1,783万円 1,783万円 0円 0円 0円 1,783万円

用地造成事業 2,501万円 14億8,468万円 △14億5,967万円 0円 △14億5,967万円 2,500万円

介 護 保 険 26億3,191万円 25億8,525万円 4,666万円 0円 4,666万円 3億3,295万円

魚 市 場 事 業 536万円 29万円 507万円 0円 507万円 0円

簡易水道事業 3,887万円 3,887万円 0円 0円 0円 0円

合　　計 352億6,255万円 388億3,476万円 △35億7,221万円 5,000万円 △36億2,221万円 12億1,853万円

◎企業会計

区　　分
歳 入 総 額

Ａ
歳 出 総 額

Ｂ
歳入歳出差引額
（Ａ－Ｂ）　　Ｃ

翌年へ繰越すべき財源
Ｄ
累 積 赤 字 額

むつ 市 一 般 会 計 か ら の
負担金・補助金・繰入金

水

道

収 益 的 収 支 12億4,286万円 11億8,203万円 6,083万円 － 0円 5,301万円

資 本 的 収 支 6億8,780万円 11億0,306万円 △4億1,526万円 － 0円 6,797万円

◎下北医療センター

区　　分
歳 入 総 額

Ａ
歳 出 総 額

Ｂ
歳入歳出差引額
（Ａ－Ｂ）　　Ｃ

翌年へ繰越すべき財源
Ｄ
累 積 赤 字 額

むつ 市 一 般 会 計 か ら の
負担金・補助金・繰入金

む
つ
病
院

収 益 的 収 支 83億5,847万円 81億5,470万円 2億0,377万円 － 102億7,115万円 9億1,500万円

資 本 的 収 支 5億3,441万円 7億8,908万円 △2億5,467万円 － 4億7,095万円

む
つ
リ
ハ
ビ
リ

収 益 的 収 支 6億4,277万円 6億3,951万円 326万円 － 2,526万円 1,348万円

資 本 的 収 支 1億0,390万円 1億0,390万円 0円 － 294万円

川
内
病
院

収 益 的 収 支 4億6,467万円 7億0,012万円 △2億3,545万円 － 7億5,143万円 5,348万円

資 本 的 収 支 8,472万円 1億0,334万円 △1,862万円 － 1,862万円

大
畑
病
院

収 益 的 収 支 7億1,508万円 9億6,877万円 △2億5,369万円 － 26億8,945万円 5,933万円

資 本 的 収 支 4,877万円 7,019万円 △2,142万円 － 4,659万円

脇
野
沢
診
療
所

収 益 的 収 支 1億8,933万円 2億5,109万円 △6,176万円 － 6億3,010万円 1,080万円

資 本 的 収 支 941万円 941万円 0円 － 901万円

◎下北地域広域行政事務組合（下北文化会館・衛生センター・しもきた療育園・はまゆり学園・新ごみ焼却施設整備費・消防本部・各消防署）

区　　分
歳 入 総 額

Ａ
歳 出 総 額

Ｂ
歳入歳出差引額
（Ａ－Ｂ）　　Ｃ

翌年へ繰越すべき財源
Ｄ
実 質 収 支
（Ｃ－Ｄ）　　Ｅ

むつ 市 一 般 会 計 か ら の
負担金・補助金・繰入金

下 北 地 域 広 域
行 政 事 務 組 合 59億6,877万円 59億1,531万円 5,346万円 0円 5,346万円 14億8,345万円
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貸　　　　方

負債の部

１・固定負債　 ▲ 将来の世代が負担する債務

（１）地方債 345億1,359万円 ▲ 事業実施の財源として、国や金融機関等から

借入れた額

（２）債務負担行為

　①物件購入等 0円

　②債務保証または損失補填 5億1,000万円

債務負担行為計 5億1,000万円

（３）退職給与引当金 74億1,465万円 ▲ 平成１６年度末に職員全員が退職したと想定し

た場合の要支給額

固定負債合計 424億3,824万円

２・流動負債　 ▲ １年以内に支払期限が到来するもの

（１）翌年度償還予定額 33億9,622万円 ▲ １年以内に支払期限が到来する地方債

（２）翌年度繰上充用金 22億2,755万円 ▲ 歳入が歳出に不足したため、翌年度の歳入を

繰上げて歳入に充てた額

流動負債合計 56億2,377万円

負債合計 480億6,201万円

正味資産の部　 ▲ 地方公共団体には民間企業の『資本』にあたる

概念がありません。このバランスシートでは借

方に計上されている資産のうち、すでに市税

（一般財源）や国・県の補助金を財源として取

得している資産額の内訳を示しています（これ

までの世代の社会資本形成の負担額）

１・国庫支出金 130億6,891万円

２・都道府県支出金 55億8,314万円

３・一般財源等 153億4,687万円

正味資産合計 339億9,892万円

負債・正味資産合計 820億6,093万円

バランスシートって何？
　バランスシートは『貸借対照表』とも呼ば

れ、広く民間企業で財政状況を示すための

報告書として用いられる手法ですが、地方

公共団体の会計制度は、単年度におけるお

金の流れに重点を置く考えであるため、ど

れだけの資産があり、またその資産の形成

のために借り入れた負債などの状況が分か

りにくい状況でした。

　市では毎年、予算や決算について本紙で

お知らせしておりますが、こうした単年度

の収入支出だけでなく、資産や負債の状況

についてもお知らせしようと、『バランス

シート』（一般会計および公共用地取得事業

特別会計）を作成しましたので公表します。

作成基準は？
　昭和４４年度以降の地方財政状況調査票

の数値を基に、平成１７年３月３１日を作

成基準日として作成しております。なお、

このバランスシートは合併市町村における

地方財政状況調査の作成基準に準じ、４市

町村が平成１６年４月１日から１つの団体

として存在していたものとして作成したも

のです。

表で何がわかるの？
　単年度のバランスシートだけでは、市の

資産や負債がどれだけあるのかが分かるく

らいの情報量ですが、年度ごとに比較する

ことで、資産については社会資本の整備状

況、市がどの分野に力を入れているのかが

分かります。負債については、将来返済す

べき金額の割合などが分かります。

〈詳しくは〉

市 財 政 課 財 政 係

�22-1111内線 241

作成しました　～市民１人あたりの正味資産は50万 5千円～
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借　　　　方

翌年度以降に残る財産

▲

資産の部

長期間にわたり行政サービスを提供するために使用される資産

▲

１・有形固定資産

庁舎、コミュニティセンター、防災無線など

▲

（１）総務費 25億1,583万円

保育所、老人憩の家など

▲

（２）民生費 34億6,277万円

ごみ処理施設等

▲

（３）衛生費 41億9,766万円

勤労青少年ホームなど
▲

（４）労働費 3,137万円

農道、堆肥センター、漁港、水産加工センターなど

▲

（５）農林水産業費 130億1,925万円

観光物産館、釜臥パノラマラインなど

▲

（６）商工費 48億1,417万円

道路、公園、市営住宅、駅前広場など

▲

（７）土木費 206億2,729万円

防火水槽など

▲

（８）消防費 3億6,893万円

小・中学校、公民館、図書館など

▲

（９）教育費 277億2,025万円

（１０）その他 577万円

　　計 767億6,329万円

（土地については減価償却を行なわない）

▲

（うち土地） 158億0,095万円

有形固定資産合計 767億6,329万円

将来の市民サービスのためストックしている財産

▲

２・投資等

水道事業への出資など

▲

（１）投資および出資金 12億8,861万円

下北医療センター、県信用保証協会、地域総合整備事業などへの貸付

▲

（２）貸付金 6億2,316万円

地域産業振興基金、土地開発基金、育英基金など

▲

（３）基金 23億3,123万円

（４）退職手当組合積立金 0円

投資等合計 42億4,300万円

１年以内に現金化できるもの

▲

３・流動資産

（１）現金・預金

不測の収入減や支出に備えるための貯金

▲

　①財政調整基金 2,010万円

地方債の返済に備えるための貯金

▲

　②減債基金 38万円

平成１６年度の歳入から歳出を差し引いた額

▲

　③歳計現金 0円

現金・預金計 2,048万円

平成１６年度の歳入の収入未済額

▲

（２）未収金

市税の決算時に未収となっているもの

▲

　①地方税 5億9,177万円

脇野沢地域交流センター建設事業における県補助金の繰越金等

▲

　②その他 4億4,239万円

未収金計 10億3,416万円

流動資金合計 10億5,464万円

資産合計 820億6,093万円

平成16年度決算を基にバランスシートを　

　有形固定資産の行政目的別割合

を見ることにより、行政分野別の

資産形成の特徴を把握することが

できます。

　むつ市では、小・中学校整備や

図書館等の教育費のほか、土木費

の道路、都市計画、市営住宅等の

生活基盤整備に重点を置いてきた

ことが分かります。
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平成16年度
むつ市国民健康保険特別会計決算

　平成16年度の決算が、市議会の12月定例会で承認されましたので、決算状況および運営状況についてお知らせします。

　平成16年度の決算は、歳入44億2,881万円、歳出43億7,432万円で、差引額5,449万円の剰余金が生じました。

区　分 平成16年度 平成15年度 増減額 増減率

国民健康保険税 13億4,062万円 13億4,052万円 10万円 0.0%

国 庫 支 出 金 17億3,239万円 14億4,041万円 2億9,198万円 20.3%

療養給付費交付金 7億3,696万円 5億9,797万円 1億3,899万円 23.2%

繰 入 金 3億3,403万円 3億5,512万円 △2,109万円 △5.9%

そ の 他 2億8,481万円 1億4,129万円 1億4,352万円 101.6%

歳 入 合 計 44億2,881万円 38億7,531万円 5億5,350万円 14.3%

◎国民健康保険税
　加入者のみなさんに納めていただいた国民健康保険税は13億

4,062万円であり、歳入全体の30.3%を占め、国庫支出金と並び

国保事業運営の根幹をなしております。

◎国庫支出金・療養給付費交付金
　国から交付された国庫支出金は17億3,239万円、退職者等の医

療費に充当される支払基金からの療養給付費交付金は7億3,696万

円でした。

◎繰入金
　繰入金は一般会計分のみで3億3,403万円となっております。

◎その他
　県国保連合会から交付された共同事業交付金は1億2,461万円と

なっております。また、合併前の旧３町村国保会計決算剰余金1億

2,666万円が算入されておりますので、激増となっております。

区　分 平成16年度 平成15年度 増減額 増減率

保険給付費 29億8,562万円 26億2,909万円 3億5,653万円 13.6%

老人保健拠出金 8億1,608万円 8億8,587万円 △6,979万円 △7.9%

介護納付金 3億0,222万円 2億3,596万円 6,626万円 28.1%

保健事業費 2,536万円 2,197万円 339万円 15.4%

総 務 費 1,403万円 961万円 442万円 46.0%

そ の 他 2億3,101万円 8,325万円 1億4,776万円 177.5%

歳 出 合 計 43億7,432万円 38億6,575万円 5億0,857万円 13.2%

◎保険給付費

　病気やケガで診療を受けたときの医療費や、出産、死亡した際の給付

費の総額は29億8,562万円であり、歳出全体の68.2%を占めております。

◎老人保健拠出金

　老人保健制度該当者にかかる医療費を、各種保険制度（国保、社

保、共済等）で公平に負担するための拠出金として8億1,608万円

を負担しております。

◎その他

　介護納付金は3億0,222万円、健康づくり・人間ドック等に要す

る保健事業費は2,536万円、事務的経費の総務費は1,403万円となっ

ております。合併前の旧３町村国保会計決算剰余金１億 2,666 万

円を基金積立金としましたので、激増となりました。

歳入　44億 2,881万円

歳出　43億 7,432万円

（２００６年・第６２４号）
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（１）保険給付の状況

区　　分 件数 費用額 保険者負担または給付額

療養の

給付等

一般分 142,116 25億9,842万円 18億6,012万円

退職者等分 60,080 10億5,298万円 7億7,820万円

計 202,196 36億5,140万円 26億3,832万円

療養費

一般分 1,688 1,445万円 1,021万円

退職者等分 452 420万円 310万円

計 2,140 1,865万円 1,331万円

合　　　計 204,336 36億7,005万円 26億5,163万円

高　額

療養費

一般分 2,082 2億1,131万円

退職者等分 740 6,834万円

計 2,822 2億7,965万円

その他

の給付

出産育児一時金 99 2,970万円

葬祭費 319 1,272万円

審査支払手数料 1,192万円

保険給付費計 207,576 29億8,562万円

老人医療費 121,530 26億6,916万円 24億3,023万円

総 医 療 費 325,866 63億3,921万円 50億8,186万円

 ・出産育児一時金の支給（１件30万円）

　国保に加入している人が出産したときは、申請により支給

されます。（受領委任払制度もありますのでご相談ください）

 ・葬祭費の支給（１件４万円）

　国保に加入している人が死亡したときは、申請により支

給されます。

 ・高額療養費の支給

　病気やケガで医療機関にかかり、自己負担額が高額になっ

たときは、申請により限度額を超えた部分が支給されます。

世帯ごとに限度額が異なりますので、ご相談ください。

（２）一般・退職・老人にかかる各被保険者数の推移

　むつ市の国保加入者の動向は、景気の長期低迷等により

年々増加の傾向にあり、平成16年度被保険者数の年間平均

をみると、一般では前年度と比較して150人増加、退職で

は354人増加、老人では197人減少しております。

【国保の主な給付】

 ・療養の給付

　病気やケガをしたときに、お医者さんにかかった医療費

の一部（自己負担分）を支払うだけで、診察を受けることが

できます。

 ・療養費の支給

　急病などやむを得ない理由で医療機関に保険証を提出

できなかったときや、医師が必要と認めたコルセットなど

治療用装具を購入したときは、申請により支給されます。

（２００６年・第６２４号）

（３）加入者１人あたりの医療費の推移

　１人あたりの医療費は、前年

度と比較して一般分では361円

の減、退職分では17,888円の増、

老人分では21,738円の増となっ

ており、高齢者関係の増が目立

ちます。

〈詳しくは〉

市国保年金課国保係

�22-1111内線 322

（注）平成16年度と平成15年度を比較するため旧市町村の人口・医療費を合算して算出しました。
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（２００６年・第６２４号）

　

今
年
６
月
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

教
員
20
名
が
む
つ
市
を
訪
れ
て
、
学
校

訪
問
等
の
研
修
を
行
な
い
ま
す
。（
こ
の

研
修
は
、
日
本
政
府
の
拠
出
金
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
る
日
米
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
米
国
教
育

者
招
へ
い
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
）

　

研
修
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ

と
し
て
１
泊
２
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
外
国
人
と
ふ
れ

あ
っ
て
み
た
い
方
、
英
会
話
に
興
味
の

あ
る
方
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉６
月
24
日（
土
）〜
25
日（
日
）

〈
対
象
〉

　

参
加
者
は
基
本
的
に
日
本
語
を
話

せ
ま
せ
ん
の
で
、
英
語
を
話
せ
る
方

の
い
る
ご
家
庭
で
あ
れ
ば
心
配
あ
り

ま
せ
ん
が
、
英
会
話
に
不
慣
れ
で
も

快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
け
る
ご
家

庭
で
あ
れ
ば
構
い
ま
せ
ん
。

〈
ど
ん
な
〉

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

お
い
て
フ
リ
ー
と
な
り
ま
す
の
で
、
各

家
庭
で
ゲ
ス
ト
を
お
も
て
な
し
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
一
番
の
目
的
は
、

外
国
人
が
日
本
の
生
活
・
家
庭
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
で
す
の
で
、
特
別
な

接
待
を
さ
れ
な
く
て
も
、
普
段
の
生

活
の
中
で
暖
か
な
お
も
て
な
し
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
何
よ
り
で
す
。

※
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
係
る
費
用
は
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
負
担
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
市
内
の
名
所
・
旧
跡
・
文
化
施
設
訪
問
・

地
場
産
業
視
察
は
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
市
で
も
実
施
い
た
し
ま
す

〈
定
員
〉20
名

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
秘
書
課
都
市
交
流
担
当

�
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
！

　

市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

提
出
書
類
は
、
父
母
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
方
が
直
接
、
市
教
育
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
受
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
添
付
書
類
に
よ
っ
て
は
発
行

さ
れ
る
ま
で
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

提
出
期
間
は
、
４
月
３
日（
月
）か
ら
20

日（
木
）ま
で
、
志
望
願
書
は
市
教
育
委
員

会
、
各
分
庁
舎
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
市
奨
学
生
募
集
要
項

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

提
出
書
類
を
よ
く
ご
確
認
の
う
え
、

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
〉

　

市
内
に
在
住
す
る
方
の
子
弟
で
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期

大
学
、
大
学
（
大
学
院
を
含
む
）、
専
修

学
校（
専
門
学
校
）、
各
種
学
校
に
在
学

中
ま
た
は
平
成
18
年
４
月
に
入
学
予

定
の
方
で
、
２
年
以
上
の
修
学
期
間

が
あ
る
こ
と
。

〈
選
考
基
準
〉

　

品
行
、
学
業
成
績
、
家
族
構
成
お

よ
び
経
済
状
態
等
を
総
合
的
に
判
断

し
て
選
考
し
ま
す
。

〈
採
用
決
定
〉５
月
上
旬
の
予
定

〈
貸
与
額
〉

 

・
高
等
学
校
…
…
月
額
１
万
５
千
円

 

・
高
等
学
校
以
外
…
…
月
額
３
万
円

〈
貸
与
期
間
〉

　

各
学
校
と
も
、
そ
の
正
規
の
修
学

期
間
。

〈
募
集
予
定
人
員
〉

 

・
高
等
学
校
…
…
…
…
…
…
…
…
８
名

 

・
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、
大
学
、
大
学
院
…
27
名

 

・
専
修
学
校（
専
門
学
校
）、
各
種
学
校
…
16
名

〈
提
出
書
類
〉

 

・
奨
学
生
志
望
願
書

 

・
成
績
証
明
書

 

・
在
学
証
明
書

 

・
所
得
・
課
税
証
明
書

（
同
居
し
て
所
得
の
あ
る
方
全
員
の
分
）

〈
返
還
方
法
〉

 

・
奨
学
金
は
無
利
息
で
、
貸
与
を
受

け
た
元
金
の
み
を
返
済
し
て
い
た

だ
き
ま
す

 

・
返
還
は
卒
業
後
１
年
間
経
過
後
、

貸
与
を
受
け
た
月
額
の
１
／
２
の

金
額
を
、
貸
与
を
受
け
た
月
数
の

２
倍
の
期
間
で
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す

〈
詳
し
く
は
〉

市
学
務
課

�
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１
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１
内
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川
内
庁
舎
教
育
課

�

42

－

３
７
０
０

大
畑
庁
舎
教
育
課

�

34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
教
育
課�

44

－

２
１
１
０

市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
お
よ
び

社
会
参
加
活
動
事
例
の
募
集
　

　

内
閣
府
で
は
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ

を
実
践
し
て
い
る
高
齢
者
や
、
地
域
で

社
会
参
加
活
動
を
積
極
的
に
行
な
っ
て

い
る
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
を
広
く
紹
介

し
、
す
で
に
高
齢
期
を
迎
え
、
ま
た
は

こ
れ
か
ら
迎
え
よ
う
と
す
る
世
代
の
高

齢
期
に
お
け
る
生
活
の
参
考
と
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
こ
れ
ら
活
動
事
例
の
募

集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
募
集
す
る
活
動
事
例
〉

①
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者

　

過
去
に
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
活

か
し
、
高
齢
期
の
生
活
で
社
会
に
還

元
し
活
躍
し
て
い
る
方
や
、
中
高
年

か
ら
一
念
発
起
し
て
物
事
を
成
し
遂

げ
た
方
な
ど
。

②
社
会
参
加
活
動

　

積
極
的
な
活
動
を
通
じ
、
社
会
と

の
か
か
わ
り
を
持
ち
、
生
き
生
き
と

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
、
お

お
む
ね
65
才
以
上
の
方
が
中
心
と

な
っ
て
構
成
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
。

〈
応
募
方
法
〉

　

前
記
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
方
の

氏
名
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
名
、
活
動
内

容
の
わ
か
る
も
の
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

〈
応
募
締
切
〉３
月
24
日（
金
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
介
護
福
祉
課
介
護
福
祉
係

�
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１
１
１
１
内
線
４
３
６
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（２００６年・第６２４号）

　はじめて参加される方は前もってご連絡ください。
　お花と手芸は材料費が必要です。
〈どこで〉

・老人憩の家『禄寿荘』（新　町）�23 - 5800
・老人憩の家『福寿荘』（川守町）�29 -1800

〈詳しくは〉

　単位老人クラブ会長、または老人クラブ連合会会長代理・
傳法幾代治さん（�24 - 4396）へお問い合わせください。

【 ４ 月 の 日 程 】

《禄寿荘》　禄寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
お 花 教 室 ……… ６日（木）・２０日（木）
手 芸 教 室 ……… ４日（火）・１８日（火）
詩 吟 教 室 ……… ７日（金）・２１日（金）
踊 り 教 室 ……… １２日（水）・２６日（水）
お 茶 教 室 ……… １３日（木）・２７日（木）
習 字 教 室 ……… １４日（金）
コーラス 教 室 ……… １０日（月）・２８日（金）
ダ ン ス 教 室 ……… １２日（水）・２６日（水）
カラオ ケ 教 室 ……… １０日（月）・２４日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ４日（火）・１８日（火）

〈時間〉

ダンス教室は午後１時～３時、カラオケ教室・囲碁
将棋教室は午後１時～４時、その他の教室は午前10
時～正午

《福寿荘》　福寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
詩 吟 教 室 ……… ４日（火）・１８日（火）
俳 句 教 室 ……… ７日（金）・２１日（金）
日 舞 教 室 ……… ３日（月）・１７日（月）
着 付 教 室 ……… １０日（月）・２４日（月）
唱 歌 教 室 ……… ７日（金）・２１日（金）
カラオ ケ 教 室 ……… １３日（木）・２７日（木）

〈時間〉

カラオケ教室は午後１時～４時、俳句教室は午前９
時～正午、その他の教室は午前10時～正午

生きがいサークル　　　　　
　　むつ市老人クラブ連合会

　

市
国
際
交
流
員
の
ナ
ン
・
タ
イ（
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
／
Ｔ
・
Ｊ
）と
の
会
話
を
と

お
し
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
英

語
に
触
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
ア
メ
リ
カ

の
文
化
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

４
月
５
日（
水
）・
市
中
央
公
民
館

４
月
12
日（
水
）・
川
内
公
民
館

４
月
19
日（
水
）・
大
畑
公
民
館

４
月
26
日（
水
）・
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

〈
対
象
〉

　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね
18
才
以
上

の
方（
英
会
話
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
）

〈
参
加
費
〉無
料

〈
定
員
〉各
会
場
20
名（
先
着
順
）

〈
申
込
締
切
〉

各
教
室
開
催
の
１
週
間
前
ま
で

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
秘
書
課
都
市
交
流
担
当

�
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こ
の
制
度
は
、
遺
児
家
庭
等
の
児
童

の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
学
校
お
よ
び

中
学
校
入
学
の
時
に
祝
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

　

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
該

当
す
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
〉

　

遺
児
家
庭
等
の
義
務
教
育
修
了
前

の
児
童
で
、
平
成
18
年
４
月
中
に
小

学
校
お
よ
び
中
学
校
に
入
学
す
る
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
方
。

遺
児
家
庭
等
の
方
に
入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す

Ｔ
・
Ｊ
の
ア
メ
リ
カ
文
化
教
室

　

な
お
、
平
成
17
年
度
か
ら
は
『
母

が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
』と『
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
』は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〈
給
付
内
容
〉

 

・
入
学
祝
金
…
…
…
…
…
…
７
千
円

（
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
）

〈
申
請
締
切
〉３
月
31
日（
金
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�
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４
１
４
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（２００６年・第６２４号）

『
第
九
』
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

む
つ
・
下
北『
第
九
』を
歌
う
会
で
は
、

今
年
も
『
第
九
』演
奏
会
に
向
か
っ
て
、

ま
た
来
年
以
降
に
は
、
む
つ
市
の
姉
妹

都
市
で
あ
る
会
津
若
松
市
と『
第
九
』を

通
じ
た
文
化
交
流
を
始
め
よ
う
と
、
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
方
の
募
集

に
先
立
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
、運
営
、広
報
等
、一
緒
に
考
え
、

動
け
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

市
民
手
作
り
の『
歓
喜
の
歌
』を
下
北

の
大
地
に
響
か
せ
ま
し
ょ
う
！

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
・
下
北『
第
九
』を
歌
う
会
・
藤
野

�
０
８
０

－
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５
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市
で
は
、『
む
つ
市
桜
ま
つ
り
』に
先

立
ち
、
早
掛
沼
公
園
と
水
源
池
公
園
に

出
す
仮
設
販
売
店
な
ど
の
敷
地
貸
付
の

許
可
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

４
月
５
日（
水
）〜
７
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

〈
持
参
す
る
も
の
〉

印
鑑（
市
外
の
方
は
住
民
票
抄
本
も
必
要
で
す
）

〈
地
割
日
時
〉

 

・
早
掛
沼
公
園
…
４
月
13
日（
木
）

 
・
水
源
池
公
園
…
４
月
14
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
現
地
で
行
な
い
ま
す
。

必
ず
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
小
雨
決
行
）

〈
使
用
料
日
額
〉

 

・
行
商
、
営
業
写
真
…
171
円（
１
人
）

 

・
小
屋
掛
け
、
露
店
営
業
、
興
行
…
69
円（
１
㎡
）

※
市
外
の
方
は
５
割
増
し
で
す
。

〈
使
用
料
支
払
期
間
〉

４
月
19
日（
水
）〜
21
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

〈
詳
し
く
は
〉

市
都
市
計
画
課
公
園
管
理
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
６
３
３

　『
む
つ
市
桜
ま
つ
り
』期
間
中
の

仮
設
店
舗
地
の
貸
付
　

ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

〈
い
つ
〉４
月
９
日（
日
）午

前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ『
多
目
的
ル
ー
ム
』

〈
ど
ん
な
〉

　

飾
り
結
び
を
組
合
わ
せ
て
、
ア
ジ
ア

ン
風
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

〈
講
師
〉手
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

向　

井　

あ
ぐ
り　
氏

〈
対
象
〉小
学
校
高
学
年
以
上

〈
定
員
〉20
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
イ
ベ
ン
ト
名
・
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の

う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
１
枚
に
つ
き
１
名
の
ご
応
募
と
な
り
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉３
月
28
日（
火
）当
日
消
印
有
効

※
当
選
者
に
は
３
月
29
日
以
降
に
通
知
を
い

た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
９

－

４
２
２
３

下
北
郡
東
通
村
大
字
小
田
野
沢
字
見
知
川
山
１

－

809

東
通
村
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
』

�

48

－

２
７
７
７

ア
ロ
マ
教
室

◎
花
粉
症
・
の
ど
・
鼻
・
ス
ッ
キ
リ
体
験

〈
い
つ
〉３
月
17
日（
金
）午

後
１
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
第
一
集
会
室

〈
ど
ん
な
〉

　

ハ
ー
ブ
で
吸
入
し
、
オ
イ
ル
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

◎
空
気
清
浄
ス
プ
レ
ー
作
り

〈
い
つ
〉３
月
18
日（
土
）午

後
１
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
技
術
訓
練
室

〈
ど
ん
な
〉

　

香
水
や
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
、
実
は
毒

の
香
り
？
（
お
花
の
香
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

用
、
風
邪
の
菌
な
ど
の
除
菌
用
、
ペ
ッ
ト
の

ノ
ミ
・
ダ
ニ
、
さ
ら
に
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
隠
せ
る

魔
法
の
よ
う
な
ス
プ
レ
ー
作
り
で
す
）

〈
参
加
費
〉い
ず
れ
も
無
料

（
材
料
代
５
０
０
円
が
必
要
で
す
）

〈
詳
し
く
は
〉

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ

花
田
�

24

－

６
１
２
１
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み
な
さ
ん
、
ム
ツ
サ
ン
ゴ
っ
て
知
っ

て
い
ま
し
た
か
？
陸
奥
湾
で
見
つ
か
っ

た
サ
ン
ゴ
な
ん
で
す
よ
。
今
回
は
、
ム

ツ
サ
ン
ゴ
が
生
き
る
豊
か
な
下
北
の
海

の
生
物
の
観
察
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や

カ
ヌ
ー
の
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
か
ら
カ
ヌ
ー
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
集
ま

れ
！
陸
奥
湾
の
い
ろ
ん
な
海
の
生
き
も

の
も
待
っ
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
、
パ
ネ
ル
展
示
も
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

下
北
観
光
協
議
会
・
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業

『
下
北
の
自
然
満
喫
・
家
族
で
始
め
る
海
辺
の
生
き
も
の
観
察　

入
門
編
』

〈
い
つ
〉３
月
19
日（
日
）午

前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉

市
立
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
講
師
〉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ェ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
川
内

海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館
館
長　

五
十
嵐　

健　

志

〈
定
員
〉80
名（

先
着
順
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
）

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
観
光
協
議
会
・
伊
藤

�

22

－

１
１
１
１
内
線
５
４
４

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　

む
つ
市
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
で
は
、
恒

例
の
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
当
日
は
リ
フ
ト
の
無
料
開
放

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今

年
度
の
リ
フ
ト
運
転
は
３
月
21
日
（
祝
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉３
月
19
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
釜
臥
山
ス
キ
ー
場

〈
詳
し
く
は
〉

釜
臥
山
ス
キ
ー
場
管
理
棟

�

24

－

１
８
８
１

【巡回展がやってくるよ！】

 　むつ科学技術館では、４月13日（木）～７月13日（木）ま

で巡回展を開催します。原子力発電を元にそれを電気エネ

ルギーとして実際に利用するまでを簡単に、しかも遊びな

がら学習できます。今回はその中から２つの展示品をご紹

介します。

　巡回展は、入館料のみで見学できますので当館にお越し

の際は、ぜひこちらのコーナーへも足を運んでみてくださ

いね！

①ウランはどこにあるの

　　ショベルカー模型を操作して、ウランの露天掘り（鉱石

　・石炭などを地中から直接掘り取ること）を体験できます。

②重さのちがいでウランを分ける

　　ゲーム感覚で楽しく、ウランを濃縮する意味などにつ

　いて学習できます。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

①ウランはどこにあるの ②重さのちがいでウランを分ける
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各 種 相 談 日 程

法律相談 市広報広聴課�22-1111内線252

４月 28日（金）場所は市民相談室。予約制です。相談の際

はできるだけ関係書類を持参してください。

法律相談 むつ市社会福祉協議会�22-1111内線862

４月 20日（木）場所は下北文化会館医師控室。予約制で

す。

法律相談 青森県弁護士会�017-777-7285

毎月第１・２金曜日 場所はむつ商工会議所。料金は5,000円、

予約制です。（扶助制度があります。）13:00 ～ 16:00

行政相談 市広報広聴課�22-1111内線252

４月 17日（月）場所は市民相談室。行政が行なう仕事に

ついての各種相談を受けます。10:00 ～ 15:00

行政相談 大畑庁舎地域振興課�34-2111

毎月第２金曜日 場所は大畑庁舎１階小会議室。行政が行

なう仕事についての各種相談を受けます。9:00 ～ 12:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局�23-3202

火・土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎３階相談室。家族間や近隣関係

のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。10:00 ～ 16:00

心配ごと相談 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話 �22-2731

月 ～ 金 曜 日 場所は旧市集会所。祝日、第３木曜日は

休み。10:00 ～ 15:00

教育相談 相談専用電話�22-0974

月 ～ 金 曜 日 場所は教育研修センター。予約制です。祝日は休み。

中学生までの教育に関する相談に応じています。9:00 ～ 16:00

心の健康相談 下北地方健康福祉こどもセンター�24-1231

４ 月 ５ 日（ 水 ） 場所は下北地方健康福祉こどもセンター。予約制です。

心の悩み、心の病気等の相談を専門医が受けます。13:00 ～ 14:00

国民年金保険料の引上げについて

　国民年金保険料が４月から来年３月まで月額13,860円

（280円引上げ）に変わります。

　納付案内書は４月上旬に送付されますが、４月中旬に

なってもお手元に届かない場合にはお問合せください。

割引制度をご利用ください

　５月１日までに１年分の保険料を現金で納付すると

2,950円の割引ですが、口座振替では3,490円の割引と

なり540円お得になります。（半年分の前納もあります）

　また、口座振替での１か月ごとのお支払い（その月の保険料

を同月の末日に引落す）なら月々50円お得な早割もあります。

　なお、半額免除の承認を受けている方は、割引制度を

ご利用になれません。

　ご希望の方は、３月22日（水）までにお申込みください。

年間保険料 166,320円

前納の場合
現　　金 163,370円（2,950円の割引）

口座振替 162,830円（3,490円の割引）

国民年金保険料の未納はありませんか

　平成17年度国民年金保険料の未納分は４月中の納付

となっております。

　未納期間があると、将来受ける年金が減額されたり、

万一のケガや病気による障害基礎年金や、妻と子を残し

て亡くなったときの遺族基礎年金が受けられない場合も

ありますので、お手元の納付書の確認をお願いします。

年金相談の時間延長

　年金相談および保険料納付相談を、次のとおり開設し

ます。

〈い　つ〉

３月20日（月）・27日（月）

午前８時30分～午後７時

〈どこで〉

青森社会保険事務局むつ事務所

〈詳しくは〉

青森社会保険事務局むつ事務所

�22-2278

市国保年金課老人医療年金係

�22-1111内線 327
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これからの予防接種日程
=☆ 麻しん風しん混合・三種混合 ☆ =

種　類 対象児 実施日

麻しん風しん混合

◎１才 ～ ２才未満の幼児および小学校入学

　の前年の幼児（年長児）で、麻しん・風し

　んのいずれも未接種未罹患の方
４月11日（火）

三 種 混 合 ３か月 ～ ７才６か月未満 ３月28日（火）

受付
時間

佐 藤 小 児 科 ……… 14:00～17:00
ちばクリニック ……… 14:00～15:00（接種時間14:00～15:30）
菊　池　医　院 ……… 13:30～14:30
どんぐりクリニック ……… 14:00～15:30（４月より14:00～15:00に変更となります）
脇 野 沢 診 療 所 ……… 13:00～13:20（10日前までに予約が必要です）

（２００６年・第６２４号）

ＢＣＧ予防接種
　母子健康手帳、すこやかブックについているＢＣＧ

予防接種予診票を持って、当日会場へお越しください。

【むつ地区】

実施日 受付時間 実施場所

４月５日（水） 12:45～13:00 下北文化会館

【大畑地区】

実施日 受付時間 実施場所

４月７日（金） 15:00～15:30 大 畑 診 療 所

ポリオ予防接種
　母子健康手帳、すこやかブックについているポリオ

予防接種予診票を持って、当日会場へお越しください。

【脇野沢地区】

実施日 受付時間 実施場所

４月６日（木） 13:00～13:20 脇野沢診療所

　

介
護
保
険
事
業
の
改
革
と

心
の
健
康
in
現
代
Ｇ
Ｐ
　

〈
い
つ
〉３
月
23
日（
木
）午

後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
演
題
・
講
師
〉

『
高
齢
者
見
守
り
活
動
と
介
護
保
険
制
度
』

青
森
県
立
保
健
大
学
教
授

渡　

邉　

洋　

一　
氏

『
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
の
健
康
と
自
殺
予
防
』

青
森
県
立
保
健
大
学
教
授

大　

山　

博　

史　
氏

〈
参
加
費
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
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－

１
１
１
１
内
線
８
６
２

幼
少
年
剣
道
教
室

　

む
つ
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部
会

の
活
動
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
剣
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉毎
月
第
１・３
土
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
民
体
育
館

〈
対
象
〉

幼
稚
園
年
長
以
上
中
学
３
年
生
ま
で
の
男
女

〈
参
加
費
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
北
心
館
剣
道
場

秋
元
�

22

－

１
７
７
９

大
湊
養
誠
会長

濱
�

29

－

１
７
６
２

斗
南
日
新
館

鷹
架
�
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－

２
３
０
６

平成18年度健康づくりカレンダー

　各家庭に健康づくりカレンダーが配布になります。

内容は今年度の健康診査日程や乳幼児の予防接種日程

等が掲載されています。

　４月下旬になってもお手元に届かない場合は、お手

数ですが市役所または各分庁舎までお越しください。
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『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。


